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	この遺伝子は、複数のホメオドメインとジンクフィンガーモチーフを持つ転写因子をコードし、筋形成および神経分化を制御します。コードされているタンパク質は、ATに富むエンハンサーモチーフに結合することで、α-フェトプロテイン遺伝子の発現を抑制します。また、このタンパク質はc-Mybを負に制御し、細胞周期阻害因子であるサイクリン依存性キナーゼ阻害因子1A（p21CIP1としても知られる）を転写活性化することが示されています。この遺伝子は、いくつかの癌において腫瘍抑制因子として機能することが報告されており、この遺伝子の配列バリアントは心房細動にも関連しています。この遺伝子には、代替プロモーターから発現し、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2009年9月],機能:AFP遺伝子のエンハンサーエレメントのATリッチコア配列に結合する転写活性化因子。,PTM:DNA損傷時にリン酸化される（おそらくATMまたはATRによる）。,類似性:22個のC2H2型ジンクフィンガーを含む。,類似性:4つのホメオボックスDNA結合ドメインを含む。,サブユニット:FNBP3と相互作用する。,
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	ZFHX3抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。

